
（公財）ふくい産業支援センターでは『ふくい創業者育成プロジェクト』を通し、県内の創業者をさまざまな角度からサポートしています。
ここでは、創業者や若手経営者の新しい視点を活かしたユニークな事業や立ち上げまでの道のりをご紹介します。

創業者・若手経営者の挑戦  Start a New Project

自分もいつか社長ってやつをやってみたい
川端さんが創業を志したきっかけは１冊の本との出会い

でした。大学卒業後にゼネコンに就職したものの、業界特
有の働き方に馴染めず、今後のキャリア人生を模索してい
た頃、書店で偶然に藤田晋氏の著書『渋谷で働く社長の告
白』を手に取り、今の自分とのギャップや数々の困難を乗
り越えている経営者の力強さに衝撃を受けました。
「自分もいつか社長ってやつをやってみたい」と夢を描き
始めた川端さんは、2009年に勤めていた会社を退社。経営
者になるためにはまずは営業力が必要と考えていた矢先、
葬儀用品を扱う会社が営業職を募集していることを知り入
社しました。

葬儀用品を葬儀社に卸売りする会社を創業
「葬儀社は日々消費者と心をぶつけ合うところ。だからこ
そ、心というものをとても大切にしています。私はそんな
業界で仕事ができることに大きなやりがいを感じました。」
と当時をふり返ります。
「この業界で力を試したい」そう考えた川端さんは、2015
年に葬儀用品を葬儀社へ卸売りする会社を創業。北陸エリ
ア内でのフットワークの軽さや持つ情報の濃さを強みに、

式場で使う専門用品や祭壇周りのカーテン類、自宅で使う
蝋燭線香や仏具、机等を顧客の要望に合わせて納品してい
ます。

オリジナル商品の開発にも意欲
その他、ウェブサイトや折込みチラシの制作、イベント企

画など葬儀社の広報活動を多角的に支援するなど、葬儀に関
わる特殊な事情を理解している専門家ならではの打ち合わせ
のスムーズさが多忙な葬儀社経営者から好評を得て業績を伸
ばし、2019年1月からはパート社員を雇用しています。
「今までと同じことをしていてはダメ。問屋もやりながら、
今後はオリジナル商品の開発にも積極的にチャレンジして
いきたいです」と意欲を語る川端さん。今後のさらなる展
開に注目です。

e-テキスタイルとは
e-テキスタイルとは、糸や布に、センサー
やマイクロチップなどの「電子部品」を実装
することで「電子的な機能をもたせた布」の
総称です。近年、話題になっている「スマー
トテキスタイル」（いわゆる賢い機能をもつ
布）の仲間に含まれるものです。
福井県では、全国に先駆けて2004年頃か
ら福井県工業技術センター主体でe-テキス
タイルの開発を進めており、電気を通す糸
やICタグを使ったセンサテキスタイル、太陽
光で発電するテント、LEDで光る布などの開
発を行ってきました。近年は、国が進める
Society 5.0社会への実現に一役買おうとする取り組みも進められています。Society 5.0は、センサーとIoTを通して、
現実の空間からあらゆる情報を集めてAIで解析し、その結果を付加価値の高い情報や提案に進化させるとともに、
その結果を現実の空間にフィードバックすることで、よりよくしていく社会のことです。将来、ここにe-テキスタ
イルを活用していこうと考えています。

審美性と安全機能を併せもつ「発光ジャカード織物」の開発
 （大喜株式会社、福井県工業技術センター）H29-R1 経産省「戦略的基盤技術高度化支援事業」

この織物は特殊な光ファイバーを使ったもので、織物の一端から光を入射すると、織物の表面全体が光ります。
しかも、これは非常に高度なジャカード（柄出し）織物であり、通常の自然光の下でもジャカード独特の質感をも

ちながらも、入射光を多色にすることで織物表面が多色発
光します。これを用いると、新たな癒しの空間を演出した
り、プログラミングした光の点滅で車の自動運転をアシス
トするなど、織物そのものを電装化することで未来のサー
ビスを生み出すことが可能になります。
福井県には、特に合繊織物を製造する技術において、独
自の技術をもっている企業がたくさんあります。新しい製
品・サービスの提案は、とにかくアイデア勝負です。未来
に向けて、共に面白いことに挑戦していきましょう！

きっかけは自身のウェディングブーケの手作り体験
「プリザーブドフラワー」とは、本物の花を特殊な技術で
加工し、まるで生花のような質感のまま、長期保存できる
ようにしたものです。篠崎さんとプリザーブドフラワーとの出
会いは、自身のウェディングブーケの手作り体験でした。
「想いを込めながらプリザーブドフラワーを美しいブーケ
に仕上げていく過程がとにかく楽しかったです。そして、
自分で手作りしたブーケを手に持って結婚式をあげた時の
なんとも言えない充実感。あの時の幸せな気持ちが今でも
忘れられません。」とふり返ります。

念願だったウェディングブーケデザイナーに
篠崎さんは結婚後、旅行会社に勤務する傍ら三人の子ど

もを出産して忙しい毎日を送っていましたが、「私もウェ
ディングブーケ作りを通じて幸せのお手伝いがしたい。あ
の時の幸せな気持ちをたくさんの人に味わってほしい。」
という思いがわき上がり、2008年にFelice Rosa（フェリー

チェ ローザ）を立上げ、念願だったウェディングブーケ
デザイナーとしての活動を開始しました。

顧客の想いを形にできるまで徹底的に寄り添ってくれる
きめ細やかなカウンセリング力とデザインの提案力が口コ
ミを呼んでお客様を着実に増やしていき、すき間時間を利
用しながらウェディングブーケ作りに没頭する日々が続き
ました。

お客様がもっと喜ぶ演出がしたい！
副業としての活動も10年が経過し「お客様がもっと喜ぶ

演出がしたい」という気持ちが抑えられなくなった篠崎さ
んは、勤めていた旅行会社を退職。2018年7月に開業届を
提出して、本格創業を果たしました。
「創業して１年が経った今でも、いつもスタートのような
新鮮な気持ちで毎日が楽しいです。」と笑顔で話す篠崎さ
ん。福井発のウエディングブーケデザイナーとして、さら
なる活躍が期待されます。

プリザーブドフラワーに惹かれてデザイナーの道へ
結婚式を華やかに彩るブーケをオーダーメイドで制作

心を大切にする業界に魅力感じ葬儀用品の問屋を創業
地域密着を強みに北陸エリアナンバーワンを目指す
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新たな未来社会Society 5.0に向けて
～ 繊維と電子技術の融合「e-テキスタイル」の進展 ～

こんにちは！

FOIPです。

開発した発光ジャカード織物

e-テキスタイルの開発の流れ

福井県工業技術センター　新産業創出研究部
e-テキスタイル研究グループ　笹山 秀樹

Felice Rosa
代表 篠崎真名美さん

http://fel icerosa.web.fc2.com
所在地：あわら市
TEL 080-3047-3732
E-mail manami_felice@yahoo.co.jp

株式会社オープンボックスジャパン
代表 川端　真人さん

所在地：福井市二の宮5-1-10
TEL 090-5317-1085
E-mail openbox.japan@gmail.com
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